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研究成果の概要（和文）：医療の質向上に対する国民のニーズは多岐にわたるが、その中でも、医療者の倫理的感受性
や判断能力には高い関心が向けられている。そこで、看護師の倫理的感受性の向上を目的とした判断能力測定尺度とCA
I教材の開発を試みた。尺度については完成度を高めるための検証を行っているところである。また、CAI教材に関して
は倫理的感受性の形成プロセスを内容に反映させコンテンツを精選し、完成度に努めた。

研究成果の概要（英文）：Japanese people seek for high quality medical care. Especially, they are 
interested in ethical sensitivity and ethical problem resolving ability more and more.So,we tried to make 
scale of ethical abilities and CAI materials.
The making scale level is still verification stage.
And CAI materials is same phase too.

研究分野： 看護倫理
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１．研究開始当初の背景 
 
 看護倫理に強い関心をもっており、臨床にお

いて、「看護師が直面する倫理的問題」「臨床看

護師の倫理教育」などの研究を継続してきた。

看護基礎教育課程における倫理的感受性の発

達についても関心をもってきた。そこで、看護師

の倫理的感受性（倫理問題を見極める能力）に

関するインタビュー内容を質的に分析し、倫理

的感受性測定尺度案を作成した。また、看護師

が倫理的意思決定をすることにどのような倫理

原則が選好要因となっているのか調査を行った。

こうした研究プロセスを経て、看護師の倫理的

意思決定には様々な因子が関連しているこ

とが明らかになった。特に、日々のケアや職

務を遂行する中で倫理的問題についてのア

ドバイスを得る、ディスカッションするとい

った教育機会の有無は倫理的意思決定能力

を向上させる上で非常に重要であることが

明らかとなった。 

 一方で、学部課程における倫理教育について

は 米 国 ミ ネ ソ タ 大 学 が MCSL(Multi-Course 

Learning )という倫理教育プログラムを先駆的に

開発している（手島,1998）。我が国においてもカ

リキュラムの中に科目として看護倫理を導入する

など様々な試みはなされているが、実際に臨床

で生じている倫理的問題に対してどのように対

処できるのかといった実践能力を育成に直接結

びつくような教育方法や教材が開発されていな

いのが現状である（ 手島 ,2006 ； 習田・志自

岐,2005；大日向・稲葉,2005）。 

 従来の研究成果をもとに、看護師の倫理的感

受性の向上に向けての教材の開発を試みること

とした。 

 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、看護師の倫理的意思決定

能力を向上させるための方法として CAI 教

材を開発することである。 

 

(1)臨床で多く遭遇する倫理的問題に関する

 事例を作成する。  

  2)上記の事例をもとに、個人の倫理的意思決 

    定プロセスを反映するCAI教材を開発する。 

 
3)作成した教材を学習教材として活用し、そ 
  の効果を今までの科研成果をもとに評価 
  する。 
 
３．研究の方法 
 
1)日本と諸外国における倫理教育に関する研 

  究動向を探り基礎的資料を得る。 

 

(2)実際に臨床で生じている倫理的問題に関 

  する情報を収集する。 

 

(3)米国の看護師が直面する倫理的場面とそ 

  の対処方法について情報収集を行なう。 

 

(4)上記データを踏まえ、教育目標・内容を精 

  選し設定する。 

 

(5)CAI教材のコースウェアを作成する。 

 ①検討した教育内容を具体化する。 

 ②開発するシステムに関する検討を行なう。 

 

(6)システム開発を行なう。 

  研究代表者と研究分担者が中心となりシス

テム開発作業を行なう。 

(7)パイロットスタディを実施し、必要時教材 

  内容を修正し改善する。 

 

(8)開発した CAI 教材を長期的に活用し評価 

 する。 

 

(9)研究成果を公表する。 
 
４．研究成果 
 

本研究は、倫理的問題解決能力測定尺度と

倫理的感受性及び倫理的問題解決能力の向

上を目指した CAI 教材を開発することを目的と

している。そのため、看護師一人一人の問題解

決能力を客観的に評価するための倫理的問題

解決能力測定尺度の開発と教育プログラムの

一環として、実践的状況を織り込んだ CAI 教材



を開発に主に取り組んだ。 

 

(1) 日本と諸外国における倫理教育に関する

研究動向調査 

 看護師の倫理的問題解決能力に関する国内

外の文献を収集し、その構成要素等を研究分

担者とともに分析した。また、倫理的問題解決

能力に影響を及ぼすと考えられるクリティカル・

シンキングおよび EQ に関する文献についても

相互の関係性を中心に検討を行った。この結

果は、倫理的意思決に関する質問紙に反映さ

せた。また、既存の「看護問題対応行動自己評

価尺度」その関係性についても検討した。 

 

(2)臨床看護師の倫理的問題への対応の現  

  状および倫理的問題に関する情報収集 

 研究協力者に上記に関するインタビューを行

い、臨床看護師が対応する、あるいは対応して

きた倫理的問題の対象や解決方法は様々であ

ることが確認できた。ここで得られた内容をもとに、

CAI教材の設定状況とコンテンツ案を検討した。 

 

(3)臨床看護師への面接調査資料の作成 

 （1）（2）を参考に、臨床看護師の倫理的

問題解決能力に関する面接用資料案を作

成し、検討した。 

 

3)米国の看護師が直面する倫理的場面とそ 

  の対処方法について情報収集を行なった。 

 

4) CAI教材のコースウェアの検討を行った

（図１）。 
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